
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋号 

1. 

救急科の取り組み 

県立二葉の里病院だより 

■2025 年 10 月 第 31 号 発行 

診療内容 

救急隊からの患者収容依頼に応需し、搬送された患者さんの初期 

診療、診断を行います。 

 

背景と救急科設立の理由 

他の都道府県と同様に、広島県、広島市においても救急車の出動 

要請は増加傾向にあります。さらには救急隊が収容先の病院を選定 

することが困難を極めています。当院では、救急隊からの収容依頼 

にできるだけ応需するためには、これまでの対応では不十分と考え、 

2025年 1月から救急科を設立し救急車のさらなる受け入れが可能な 

体制を整えました。 

 

基本方針 

「うちの病院で診療できる患者さんは全例受ける」 

 

上記方針にて、各診療科医師、初期研修医、看護師の協力の下、 

日々の診療を行っています。具体的には、平日日中に救急科医師と 

初期研修医が救急外来に常駐し、救急隊からの収容依頼に直接対応し、 

患者さんが来院後に初期診療、診断を行います。当院には救命センターがないため重症患者さんの受け入れは困

難ですが、軽症～中等症であれば、内因性、外因性に関わらず救急隊からの受け入れ要請には原則全例応需する

方針としています。救急科による初期診療、諸検査の結果、入院が必要と判断した場合は各診療科と相談し担当

科を決め入院し治療を継続します。一方、幸い軽症と判断した場合は帰宅して頂きます。 

 

開業医や他院からの紹介につきましては、従来どおり各診療科に相談頂き、救急搬送が必要な患者さんは当科、

受け入れ診療科で協力して初期診療をしております。今後も当科ローテンション中の初期研修医、外来看護師と

の「チーム」で活動し、広島県、広島市の救急医療のお役に立てるよう尽力致しますのでよろしくお願い致しま

す。 

 

救急科部長 伊関 正彦 

 

 



        

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

ご心配な患者さんがおられましたら、ご遠慮なさらずにご連絡ください。全力で対応させていただきます。地域

の先生方のお役に立てるように頑張る所存ですので、今後ともよろしくお願いいたします。 

2. 

人工透析外科・人工透析センタ

ー 

診療科紹介 小児科 

東区で唯一の総合病院小児科として、地域の先生方と連携し、 

小児科主任部長 下薗 彩子  しもぞの さいこ 

 

副院長・人工透析外科主任部長 
越智 誠 おち まこと 

人工透析センター センター長 

腎臓病患者さんに最善の医療を提供し、地域医療に貢献する 

子どもたちの健やかな成長を支援します 

 小児科は下薗彩子（H9 年卒）と安村純子（H13 年卒）の 2 名で診療にあたっています。 

〇 一般小児科診療：様々な感染症を中心に、川崎病、IgA 血管炎、気管支喘息などのア

レルギー疾患、低身長や夜尿症、虐待疑いなど、幅広い一般小児診療を行っています。

当科で診断や治療が困難と判断した場合には、症状や病態に適した医療機関をご紹介

します。 

〇 循環器疾患：下薗が担当しています。心雑音、不整脈、学校心臓病検診の二次検診を

主に対応しています。 

〇 小児リウマチ・膠原病疾患：安村が担当しています。小児膠原病疾患、不明熱などに

対応しています。 

入院は年間 200人弱です。病床数の制限は設けておらず、当院で診療可能な疾患で

あれば対応しています。ご家族に安心していただけるように、わかりやすい説明、き

め細かく迅速な医療を心掛けています。 

「ちょっと気になる」「症状が長引いている」などお困りの症例がありましたら、入

院の有無に関わらずご相談ください。地域の子どもたちが健やかに成長できるよう、

サポートしていきたいと思っています。 

当科は、かかりつけの先生と協力して、慢性腎臓病の進展抑制に取り組んで 

います。糖尿病関連腎臓病や高齢・高血圧症に伴う腎硬化症などの患者さんが 

増えています。eGFR 45mL/分/1.73m2未満、蛋白尿が続く患者さんは一度ご紹介 

ください。また腎機能低下が軽度の患者さんや、高齢で ADL の低下した患者さ

んのご紹介もお任せください。原因精査を行い、食事療法、生活指導や薬剤の

調整を 3～6か月に 1回程度の間隔で実施し、病診連携を行っています。 

今年 7月、腎臓病患者さんが安心して治療できる環境を整えること、地域の腎臓病医療に貢献し連携につなげる

ことを目標に、腎サポートチーム（Kidney Support Team：KST）の活動を開始しました。医師・看護師だけでなく、

薬剤師、管理栄養士、臨床工学技士、理学療法士、臨床検査技師、医療ソーシャルワーカーなど、多職種が協力し

て患者さんをサポートします。腎機能が気になる患者さんやご家族、腎臓病に興味がある患者さんがおられました

ら、『腎臓病教室』も企画していますのでぜひともお声掛けください。 



 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掲出しています。 

〒732-0057 広島市東区二葉の里３丁目 1-36  県立二葉の里病院 経営管理課 

Tel:082-262-1171  Fax:082-262-1499  編集責任者 髙橋 圭 

 

 

 

ホームページに当院年報を 

連携医療機関のご紹介 

ますだ小児科 （広島市東区） 

 

ますだ小児科   院長 増田 宏 

住所：〒732-0055 広島県広島市東区東蟹屋町１０−２１       電話：082-568-2828                     

連携医療機関のご紹介 

 つきやま医院 （広島市東区） 

 

つきやま医院   院長 築山 文昭    副院長 築山 尚史 

住所：〒732-0004 広島県広島市東区戸坂山崎町 8-9    電話：082-229-0737                     

〇クリニックの特徴 

昭和 50 年に先代院長が現在の場所へ医院を移転し、本年 10 月で 50 年を迎えま

す。令和 7 年 4 月より、築山尚史医師が診療所の常勤医となり、「築山内科医院」

からの名称変更と、診療科を内科から内科・外科・肛門外科へ拡充いたしました。

これからも、戸坂・中山・牛田地域に根差した医療を引き継いでまいります。 

〇地域連携の考え方 

ひとりの医師が患者様のすべてを診ることは困難です。当院では訪問診療にも力を入れて

おり、地域連携という医療チームの一員として、患者様が「できるだけ長く」「健康を保ち」

「望む場所で」生活できるよう、かかりつけ医として尽力してまいります。 

〇県立二葉の里病院に期待すること 

県立二葉の里病院は東区医療の中核を担う病院であり、救急患者様や専門的治療を要する

方、クリニックレベルでの治療に限界がある方の受け入れ先として、厚く信頼しております。

今後も患者様のために、内科・外科の外来診療や訪問診療において、さらに密な連携が図れ

るよう、当院も努力してまいります。 

〇県立二葉の里病院に期待すること 

入院や専門的治療が必要な際には、県立二葉の里病院に多大なお力添えをいただ

いており、日々深く感謝しております。今後も同病院をはじめとする医療機関との

連携を大切にしながら、地域の皆さまに信頼される小児科として、お子さまとご家

族の健康をしっかりと守ってまいります。 

〇クリニックの特徴 

ますだ小児科は平成 13年に府中町で開院し、現在は東区役所の隣で地域の小児医療に

取り組んでいます。院長は広島市東区温品で育ち、広島大学を卒業後、東京女子医科大

学で小児循環器を研修し、土谷総合病院にて小児心臓病の診療に従事してまいりました。

地域で幅広い小児医療を提供したいとの思いから当院を開業し、以来、安心と信頼の医

療を心がけています。また当院には 4 名の小児科医が在籍し、一般的な小児疾患の診療

に加え、予防接種や健診を通じてお子さまの健やかな成長を支えています。さらに、公

認心理士による子育てや心の健康、不登校などの相談体制を整え、医療と心理の両面か

らご家族をサポートしています。広島市委託の病児保育室も併設し、体調不良時のお子

さまを安心してお預けいただけます。 



 

〇当院の特徴 

昭和 50 年に先代院長が現在の場所へ医院を移転し、本年 10 月で 50 年を迎えます。令和 7 年 4 月

より、築山尚史医師が診療所の常勤医となり、「築山内科医院」からの名称変更と、診療科を内科か

ら内科・外科・肛門外科へ拡充いたしました。これからも、戸坂・中山・牛田地域に根差した医療

を引き継いでまいります。 

 
 

（ ご来院の方へ ） 

■ 公共交通機関のご利用にご協力お願いします 

■ 正面玄関前の駐車場は、思いやり駐車場（利用証お持ちの方専用）となります 

■ 車イスをご利用の方は、玄関入り口にご用意しておりますのでご利用ください 

■ 駐車料金の割引は診察終了後、１階会計窓口にて駐車券をご提示ください 

（ 駐 車 料 金 ） 

・外来患者さん･･････３時間まで無料／６時間まで定額 200 円／６時間以上 30分 200円 

・お見舞い･･････････３時間まで 60 分 100 円／３時間以上 30分 200 円 

・病院からの要請者／人工透析／化学療法／人間ドック利用 

･･････６時間まで無料／６時間以上 30分 200円 

・自転車＆バイク････６時間まで無料／６時間以上 12 時間(自転車)200円、(バイク)300 円 

※ご予約に関するお電話は  

午後１時～４時の間でお願いいたします。 

（一部の診療科では時間が異なります）  

082-262-1171 （代表） 

〒732-0057 広島市東区二葉の里三丁目１番 36 号 

受付時間／平日 8：30 ～ 11：30 

休 診 日／土・日・祝日・年末年始 外来診療予定表 
 

診療科 時間 
完全

予約 月 火 水 木 金 

内科 

消化器内科 
午前  田妻／大原／石津 平本／山科 峠／平本 大原／石津 峠／山科 

午後 ● ― ― ― ― 田妻(※) 

循環器内科 
午前 

 
寺川／土谷 

野村／寺川 

橋本(悠) 

橋本(悠)／土谷 

非常勤 

野村／寺川 

広大医師 

橋本(悠)／土谷 

広大医師 

午後 ● ― ― 野村 ― ― 

呼吸器内科 午前  稲田／井原 峠岡 峠岡／稲田 稲田／井原 峠岡／井原 

SAS外来/禁煙外来  ● ― ― ― 
峠岡 

SAS(13 時～14 時)  

禁煙(14 時～15 時) 

― 

毒ガス外来 午後 ● ― 稲田 ― 井原 ― 

リウマチ・膠原病内科 

午前  渡辺／荒木 安藤／渡辺 荒木 渡辺 安藤 

午後  渡辺／荒木 安藤／渡辺 荒木 渡辺 安藤 

糖尿病・内分泌 
(院内紹介のみ) 

午前 
 

― 小田 稲垣 ― 児玉 

緩和ケア内科  ● ― 太田 (午後) ― 沖政 (午前) ― 

脳神経内科  ● 竹林(午後) ― 山崎(雄) ― ― 

外科 

一般外来 
午前  徳永 住谷／井出 

徳永(第 1･3･5) 

松原(第 2･4) 
徳永／松原 住谷／井出 

午後 ● 小野 ― ― 小野 ― 

専門外来 午後 ● 小野(温熱療法) ― 重松(乳腺) 小野(温熱療法) 
手嶋(第 2･4) 

(乳腺) 

整形外科 

一般外来 午前 ● 三谷 岩佐／神原 田島／岩佐 三谷 田島／神原 

脊椎外来 午前 ● 田中(信) 岩佐 岩佐 田中(信) ― 

骨粗鬆症外来 午後 ● ― ― ― ― 神原(第 2･4) 

慢性腎臓病外来   越智 (午後) ― ― 越智 (午前) 平昭（午後） 

麻酔科 ペインクリニック外来 午前 ● ― ― 河本／久保田 ― ― 

産婦人科  ● 木谷／山縣 手術日 木谷／山縣 木谷／山縣 木谷／山縣 

泌尿器科 午前  橋本(邦)／井上 橋本(邦)／池田 橋本(邦)／池田 橋本(邦)／井上 橋本(邦)／井上 

皮膚科 

(午後診は 13:30～15:30) 

午前   森岡／山崎 

午後  森岡／山崎 手術日 森岡／山崎 手術日 森岡／山崎 

耳鼻咽喉科 午前 

 宮里／五月女 宮里／五月女 宮里／五月女 宮里／五月女 宮里／五月女 

 8 時半～11 時半 8 時半～10 時 8 時半～11 時半 8 時半～11 時 8 時半～11 時半 

眼科  
一般外来 午前 ● 田中(文)／髙本 田中(文)／世良 

世良(第 1･3･5) 

髙本(第 2･4) 

田中(文) 

髙本(第 2･4･5) 

三嶋(第 1･3) 

世良 (第 2･4) 

髙本(第 1･3･5) 

網膜外来 午後 ●  
広大医師（第 4） 

14 時～16 時 
   

小児科 

一般外来 
午前  下薗／安村 

午後  14 時～15 時 15 時半～16時 15 時半～16時 14 時～15 時 14 時～15 時 

乳児健診 
午後 

 ― 13 時半～15時 ― ― ― 

予防接種  15 時半～16時 13 時半～15時 13 時半～15時 15 時半～16時 15 時半～16時 

放射線科  ● 伊達／廣延／前田 

精神科 (院内紹介のみ) 午前  ― 板井 ― ― 板井 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025.10.1～ ↑●の外来は完全予約制です 

● 

(※)13:00～14:00 肥満症外来 


